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２・ダムを都会で実現するために 発想

地球の水の自然循環による水力発電を メカニツクのみで都市部でも水力発電を可能にするには？？

位置エネルギーの重力利用の発電

流量〔m³/s〕 Ｘ９．８（重力加速度） Ｘ 高さ（m） X 効率

＝発生発電量（ｋｗ）

位置エネルギー（重力）を人工圧力エネルギーとして設定水圧を

維持し、機械装置内の一定量水を循環させ発電することができれ

ば可能となる。

位

置

エ

ネ

ル

ギ

｜

人工圧力

エネルギー

水圧ジャツキ

（既存の技術）

・増圧装置

ダム（例）１０億KWh/年
集

中

ダムを都会で実現する為に！ 発想 技術革新で世界で一番欲しいものは 自然エネルギーで天候や場所に

左右されず安価で環境破壊の無い未来エネルギー。

◆それは、重力（圧力、位置エネルギー）では！

代替え

水力発電
◆重力を活用するには、重力という力に沿って動くこと。一度

利用した後、質量物を元の高さに戻すこと。常識では、質量物

を持ち上げるには、逆にエネルギーが必要となり、トータルで

はエネルギーが得することはないが？ できる方法は？

〇設定圧力伝播の遮断方法は？（静止水中の圧力伝播速度 1425ｍ/s）

〇エネルギー保存則は大丈夫？

〇大気圧を活用できるのでは？

〇水車は？？地球の水の自然循環

新・水車の発明

（ 軸回転   水車）

サイホンの原理の活用

３件の特許を取得 ＋ 水圧ジャツキ ＋ 既存の制御技術で 可能に！

❶ 特許第６１３０９６５号 【流体機械、発電装置及び増圧装置】 円錐螺旋増圧装置

❷ 特許第６２４９５４３号 【流体機械】  軸回転ロータ水車

❸ 特許第６６７１０６１号【液体揚水循環装置】 器内の流体を揚水循環

1台 １０kwh

１年 １０kw X ４h  X ３６５

日 ＝８７，６００kwh

１２，０００台で

１０億ｋｗh/年

分

散

位置エネルギーの電力化とは水圧発電【分散型水力自家発電】

研究

この発電装置は、併設の増圧装置（水圧ジャツキ等）による、圧力エネルギーを流

速に応じ、維持しながら、圧力流体を発電用ローターと揚水循環ドラムを回転させ

る動力用への注水に分配稼動させ、排出水を繰り返し利用し、器内の一定量水を循

環させ、圧力エネルギーの継続的持続を可能にした革新的システムです。



３.位置エネルギーの電力化とは水圧発電 【分散型水力自家発電機】

稼働原理の概説分散型水力自家発電機

この発電装置は、併設の増圧装置（水圧ジャツキ等）による、圧力エネルギーを流速に
応じ、維持しながら、圧力流体を発電用ローターと揚水循環ドラムを回転させる動力用
への注水に分配稼動させ、排出水を繰り返し利用し、器内の一定量水を循環させ、圧
力エネルギーの継続的持続を可能にした革新的システムです。

位置エネルギーは、既存技術の水圧ジャﾂキを主たる外部入力エネルギーとし
て代替え入力します。この圧力エネルギーを維持し継続して一定量水を循環させ
るために、２Ｗ螺旋回転ドラム回転スピード調整モータを使用し初期始動から圧
力伝播が遮断され設定圧力が維持される回転数になるまで調整します。その過程
で、密閉されていた装置を大気開放しますが、水が噴き出すことはありません。
２軸回転ロータは、圧力流体の注入により自動回転します。又、給排水の働き

を同時に行い、完全分離の圧力遮断機能を有し、吸入・排出を異相位に交互に連
続して駆動する特許技術です。注入口が閉じると瞬時に排出口が開き、回転推進
を果たした流体が排出されます。２軸回転ロータの回転により、フランジに設け
られた注入口と排出口の開閉弁の働きをするのが大きな特徴です。水が２軸回転
ロータを通過することによって回転推進力が発生します。２軸回転ロータは、５
個は発電に使用され、１個は２W螺旋回転ドラム軸の駆動用として使用されます。
２Ｗ螺旋回転ドラムはテーパ上の内側螺旋・外側螺旋とも固定され主軸の回転

と一体として回転し２軸回転ロータからの内側の排出水を内側螺旋で吸い上げ増
圧しながら外側螺旋でさらに増圧し下部の圧力溜まりから、２軸回転ロータに吸
入され一定量水を循環させます。
圧力溜まりでは、外部モータで２つのネジ式スパイラルを稼働させ圧力溜まり

の中で流体を循環させています。このようにして、２つの僅かな入力モータで水
圧ジャッキで設定した圧力エネルギーを維持させ、大気開放で２軸回転ロータの
回転負荷を軽減し、サイホン原理で揚水負荷を低減させ一定量水を循環させ継続
発電させる装置です。

分散型水力自家発電機



４．位置エネルギーの電力化 とは

Ｊ＝位置エネルギーが、水力発電の大きな発電源に関わり、１秒間に連続落下する水の量ｍ3が、
６００ｍ落下する時に加速してエネルギーを増やします、これが重力ｇで重加速度という定数9.8が
高さ分ｈ乗じられ、発電出力ｋＷになります。 叉、足元に生ずる、圧力エネルギー Ｐａ （パスカル）
も位置エネルギーの方式と 同じで ｈ＝Ｐａ になります。

【 ｇ×ｈ＝ Ｊ （位置エネルギー） t（m3）×g×h(m)=kW (出力） 】

しかし、このダム発電を都会に造ることはできません。高所のダムと大量の水と河川が必要で不
可能なことです。然し、有効落差ｈに相当する高さは何処にでも在り、地上で増圧する技術 Ａ図
もあります。

例えば図のスカイタワーの高さｈを利用して、地上の密閉の器に接続すると、６００ｍ高の位置
エネルギーを得られ、これを圧力エネルギーに換算すると６Mpaの圧力がU字管器内に充満し、ダ

ム発電と同じ状況が、平地の僅かなスペースで、可能になります。 が、放流河川が有っての事、
これを放流しないで、連続水車を回転させ繰り返し 圧力流体を循環させる技術が、位置エネル
ギーの電力化で、ダム発電と同じ水力発電になります。

流量ｍの大小は異なりますがｇｈは変わらず、大きな圧力を発電源にすることができます。既存
の水力ダム発電も、この圧力を配管や水車等の強度計算の基礎に設計され、発電所の耐久年数
が持続するように考えられていて、切っても切れない関係にあり、とても大切な圧力エネルギーで
す。

このように位置エネルギーは、圧力と一心同体であり位置エネルギーの電力化は、地上の
器で分散型の分散型水力発電を可能にしています。



分散型水力自家発電機の概要

この発電装置は、水を使って高さ分の水頭圧（位置エネルギー）
を水圧ジャﾂキにより増圧し、高圧流体を２軸回転ローター（水車）
に注入し、この水車を回転させ発電します。排水は循環使用します。
この発電装置内の一定量水を循環させ高圧流体の水車への注入を維
持し発電し規則正しく稼働させる技術が取得した３件の特許です。

① 特許第６１３０９６５号 【流体機械、発電装置及び増圧装置】
高圧エネルギーを安定させ逃がさない
円錐螺旋増圧装置

②特許第６２４９５４３号 【流体機械】 ２軸回転ロータ

高圧を遮断したり、接続したり、使用済み圧力流体を大気開放水
槽へ無圧で戻す２軸回転ローターの装置

③特許第６６７１０６１号 【液体揚水循環装置】
大気開放水槽へ戻った流体を再び働かせるための
揚水循環装置

５．特許概要図 １ ❶ 円錐螺旋増圧装置



６．特許概要２ ❷ ２軸回転ロータ水車 ❸ 揚水循環装置

高圧流体は、心臓部の２軸回転ロータ（水車）に、自動的に注入され駆動し、稼動済み圧力

流体は、瞬時に、排出口に接し、大気解放された揚水タンクに排出され、サイフォン管の原

理で自然循環します。全て、無動力で、自然の力が働くシステムです。したがって 『再エ

ネ水力自家発電』 といえます。

３・「都市型水力自家発電」とは その３ 発電システム

揚水理論図

特許第６６７１０６１号 【液体揚水循環装置】

質量×重力×高さ ＝ 仕事量

（流量/ｓ）×ｇｈ＝U（位置エネルギー）

３．都市型水力自家発電」とは その２ 発電心臓部２軸回転水車特許第６ ４９５４３号 【流体機械】  軸回転ロータ水車

２軸回転ローターは分散型水力発電の水車の働きをします。上図の例のように大

きな回転推進力がダイナモを回転させて発電します。 この水車は複数組み込まれ、

各ローターは外部でギア連結され、シリンダー内で機密密閉され、吸引口にロー

ターが接すると、圧力流体の水圧で自動的に駆動し、左右のローターは交互に規則

正しく吸・排を繰り返し回転します。が、切替弁等の装置はなく、ローターの回転

で自動的に切替わるシステムは、利水率100％で水車の発電効率向上に大きく関わ

る機能構造は、革新的なデバイスを構成しています

分散型水力の心臓部

３．分散型水力自家発電とは その２ 発電心臓部２軸回転水車

分散型水力の心臓部

分散型水力発電の水車のはたきをしま



７．分散型水力自家発電機の特徴と 第６次エネルギー基本計画

分散型水力自家発電機の特徴
〇天候や場所を選ばない小スペース設置型（大型冷蔵庫）。
〇位置エネルギー（圧力）の為、無燃料。運転コストゼロ。
〇天候に左右されないので高品質、２４時間３６５日稼働。
〇環境へのダメージは無し。既存の太陽光、風力、水力 等は

環境破壊の指摘あり。（エネルギー密度も良好・設置階層化
も可能）
〇CO2を排出せず、主力電源化が可能な分散発電装置
（メガ発電も可能、量生産も可能）

〇動力源として、他に利用の範囲が広い
・船のエンジン ・車 ２４h発電EV・工事現場の移動照
明や動力電源に・EV専用 急速充電スタンド・公共夜間照
明・減圧弁・減圧弁発電・高圧流体連続吐出ポンプ等

第６次エネルギー基本計画
◆２０５０年カーボンニュートラル。
２０３０年度の４６％削減、更に５０％の高みを目指す。

〇２０３０年に向けた政策対応のポイント【基本方針】
エネルギー政策の要諦は、安全性を前提とした上で、エネル

ギーの安定供給を第一とし、経済効率性の向上による低コストで
のエネルギー供給を実現し、同時に環境への適合を図る
Ｓ＋３Ｅの実現のため、最大限の取り組みを行うこと。
【再生可能エネルギー】 Ｓ＋３Ｅ を大前提に、再エネの主
力電源化を徹底し、再エネに最優先の原則で取り組み、国民負担
の抑制と地域との共生を図りながら最大限の導入を促す。

S+3E 【分散型水力自家発電機の貢献】
〇安全最優先――――――➡水力の為、安全。適合。（水 又は オイルを活用）
〇資源自給率――――――➡圧力と水なので資源自給率は１００％。適合。
〇環境適合―――――――➡CO2は排出せず脱炭素。他の再生可能エネルギー（太陽光、風力、・・）のように環境破壊が無い。適合｡
〇国民負担抑制―――――➡無燃料なので低コスト化が可能。適合。
◆主力電源化が可能で原子力の依存を軽減
◆主力電源化が可能で経済的に自立し脱炭素化に適合
◆分散型エネルギーと地域開発の推進に 適合
この「分散型水力自家発電機」の実現は、２０３０年、２０５０年に向けた、第6次エネルギー計画の大きな課題解決手段の一つである。し

かも経済発展に伴うエネルギー需要増に対応しつつも、CO2削減を両立させることができる新・再生可能エネルギーです。
そして、国民生活の向上とCO2削減により世界の持続的な発展へ大きな貢献ができるものです。



８． 解決すべき課題 と 分散型水力自家発電機とは



◆１７２，７２Kwh        ２，９０６台 で ５０万KW

◆面積 ６,０００ｍ2 （火力発電の約４倍）

階層化も可能で ２階層なら３，０００m2

エネルギー密度 比較

火力発電所

m2

９．商品化 ・エネルギー密度 識者の期待の言葉

分散型水力自家発電への期待

172.72kwh

大型冷蔵庫
ｻｲｽﾞ

小型化の研究大型化の研究

２ｍ2

火力・原子力
発電からの脱
却は可能で
は？？？

２４h発電EVへ

Π300、π400
の大型化も

天候に左右される



１０．分散型水力自家発電機の応用 【未来への挑戦 ２０５０年カーボンニュートラルへ】

◆２０３０年温暖化ガス排

出１３年度比４６％減、さら

に５０％減へ挑戦。

◆２０３０年代半ばに

新車販売は電動化の方向

 ０ １年

 ０３０年

 ０４０年

２０５０年 に

実質ＣＯ 

排出ＺＥＲＯ宣言

（車は脱ガソリン）

政府方針

脱

化

石

燃

料

 ０５０年

・最大出力 １０.kwh

（大型冷蔵庫サイズ）

◆メガ発電も可能

・ ４時間稼働、無燃料、脱炭素

・大量生産可能

・主力電源も可能（        も）

日本発のエネルギー革命を世界に！ そして 持続可能な地球環境を未来の子供達へ

２４ｈ発電ＥＶを実現

大型冷蔵庫サイズの「分散型水

力自家発電機」をバス・トラツ

ク等への搭載を研究

●自然エネルギーを自ら発電し

充電不要。

○自動車一台を動く発電装置とし、CO2排出マイナス

要因を消し、プラス要因に変える。

車の走行時以外は既存の電力利用にも活用を可能にす

る、移動する自然エネルギー２４時間発電が可能な車

となる。

「分散型水力自家発電機」の

小型化を研究し、可能な自動

車に搭載。

次世代自動車⇒EV

既存の電力へプラスに

◆Ｖ２Ｈ（ホーム）

◆Ｖ２Ｂ（         ）

◆Ｖ２Ｇ（電力網）

社

会

に

スマートシテイ

非電化⇒電化

     水素生成

・農業機械

・バイク車

・等のEVに

V2V（車⇒車）

ＣＯＰ２６ １．５℃目標

V
2
X

産業部門

運

輸

部

門

原子力の縮小も

可能

化石燃料 ８７％

化石燃料由来の

エネルギー消費量を減らし

自然エネルギーを拡大

分散型水力自家発電機の大量生産、及び動

力への応用研究を進め最終エネルギー消費

の脱化石燃料を低減させる。

①：自動車はEVに、分散型水力自家発電機を小型化し極力搭載

し、２４h発電ＥＶを実現。２４時間の発電が可能なので、航続

距離や充電設備や大雪の心配,元の電力問題１０％増・・等から

も解放される。

◆車は単なる人や物の輸送や移動の手段だけではなく、Co2を

排出するのではなく、クリーンエネルギーを発電し、走行時以

外は電力をＶ２Ｘとして提供可能にする動く小型発電装置とな

る。

参考HP 詳細：分散型水力自家発電機.ｐｄｆの⑭⑮⑯

https://www.wgebunsan.com/

運輸部門

未来への分岐点

日本 経済（エネルギー）と環境（脱炭素）の両立、自国のエネルギー安全保障の充実へ。

化石燃料エネルギーを自然エネルギーの活用に切り替える。

CAS  E

      

需要の電化（⇒自然エネルギー）

応

用

の

研

究
調

整

電

源

調整電源として活用した場合、（仮に夜間）

・止めないで、その余剰電力から、グリーン水素、酸素、

水、熱（給湯）・・等 活用に制御できるのでは？

分散型水力自家発電機

PP２X

動力としての活用

動力として稼働以外の活用として、電

力供給やグリーン水素生成・・考えら

れる

S
D
G
s

７．エネルギーをみんなにそしてクリーンに

１３．気候変動に具体的な対策を

戦争の歴史は、エネルギー資源の存在が常にある。

新自然エネルギー（重力、圧力）活用により平和な

世界の実現を。

平

和

（出所）資源エネルギー庁資料

エネルギーの安全保障を充実

ロシアのウクライナへの侵略、世界の影響を見て

発電の脱炭素化

https://www.wgebunsan.com/

https://www.wgebunsan.com/


・最大出力 １０.kwh  ４０kwh/日

（大型冷蔵庫サイズ）

◆メガ発電も可能

・ ４時間稼働、無燃料、脱炭素

・大量生産可能

・主力電源も調整電源としても

分散型水力自家発電機分散型水力自家発電機の標準型 を基準とし、ロータを

拡張したメガ発電の大型化発電装置の研究。又、自動車

への搭載の可能性を追求する小型化発電装置を研究。こ

れらの実現を想定し、現在抱える脱炭素社会実現への課

題の解決を考察する。

概

説

標

準

１

炭素フェーズアウト
日本の化石燃料依存度は８０％を超

えており、エネルギー密度が希薄で、

天候左右される自然エネルギーでは、

化石燃料から脱却することはできな

い。（アンモニア、水素・の代替え

検討されている）

◆そこで、分散型水力自家発電機を

大型化しメガ発電可能の前提で、エ

ネルギー密度的にどうかを検討する。

火力発電所（５０万KW級）を太陽光や風力で想定すると、左記下段のように、広

大な面積を必要とする。しかし、分散型水力発電機（１７ kw)で１台 ｍ2とする

と、 ９０６台で面積６，０００ｍ となる。火力発電の４倍であるが、階層化も

可能なので 階層なら３０００m2,４階層なら１，５００m2となり、エネルギー密

度的には火力発電と同等にすることが可能である。発電機のロータの大きさにより、

さらなる大容量の発電装置も可能である。又、分散発電装置を電力提供やグリー水

素・・他 柔軟に電力を使用する生産物を調整可能。

◆天候に左右されずに、 ４時間発電が可能となる。しかも燃料代は不要。

◆主力電源、調整電源としても可能。グリーン水素の生成も。

◆エネルギー密度的に考えると原子力発電の代替えも可能と考える

 
電気自動車への転換

３

産業立地できない国になりかねない

４

送電線の拡充問題
自然エネルギーの供給地（地上・洋上風力）と電力の消費地は距離が離れており、送電網

拡充が必要になってきています。東西の問題の解決も。

火力発電（石炭・天然ガス・

石油）からの脱却が求められる。

特に石炭火力はCo2排出が多いた

め、フェーズアウトがCOP26でも

求められている。

◆１７２，７２Kwh        ２，９０６台 で ５０万KW

◆面積 ６,０００ｍ2 （火力発電の約４倍）

階層化も可能で ２階層なら３，０００m2

エネルギー密度 比較

火力発電所

m2

世界はEVへの転換が進んでい

るが、日本は遅れをとってい

る。

大

型

化

小

型

化

ＬＣＡで日本の製造業は海外へ出ていかざるをえない。このままでは火力発電８０％を

超える日本での生産が困難になり、製品を製造する使用エネルギーを脱炭素エネルギー

が使用できる国に移管せざるを得ない状況になりかねません。欧州は国境炭素税の導入

検討。

分散型水力発電機を量産化。上記の大型化したメガ発電。小型化してＥＶに搭載した ４ｈ発電ＥＶ。メカニツクのみの脱酸素発電機を活用し

他力ではなく自力による発電をし、この流れをスコープ１， ，３と拡張していけば可能。又、火力発電・原子力発電が大型の分散水力自家発

電機に代替えが進めば、ＬＣＡの問題は解決する。

分散型水力自家発電機は分散発電機であり自社の電力は自社で発電する企業が増加すれば、送電網の拡充は最小限で済むのではないでしょうか。

６
電力システムの未来像

「モデルチエンジ」

S+3E
〇安全最優先―ー 水力の為、安全。適合。

〇資源自給率―― 圧力と水なので資源自給率は１００％。適合。

〇環境適合――― CO2は排出せず脱炭素。適合 

〇国民負担抑制――――― 無燃料なので低コスト化が可能。適合。

◆主力電源化が可能で原子力の依存を軽減

◆主力電源化が可能で経済的に自立し脱炭素化に適合

◆分散型エネルギーと地域開発の推進に 適合

５

需

要

の

電

化 運輸・産業部門 飛行機、船、電車 ・・等 化石燃料から電力化への研究が進んでいる。

これらが電化がEVのように可能になれば、分散型水力自家発電機を搭載

しで発電し、その電力を活用できると考える。

産業部門では、非電化のエネルギー使用は、極力電化をする。電化では対応できないものは、

水素活用の方向である。水素は、グリーン水素が必要となるが、分散水力自家発電機は自然

エネルギーなのでグリー水素を生成できる。又、調整電源として使用してする場合は、調整

電力をグリーン水素、熱、酸素・・活用場所に応じたものを生成する。

電力システムの未来像は、分散水力自家発電機を実用化し、大型化、小型化を研究し新しいエネルギーのGX産業革命を起すことである。Ｓ＋３Ｅで主力電源化が可能な分散発電ですから、既存の自然エネルギー（太陽光、風力、バイオマ

ス・・等より、はるかに安価で、安定した優れている発電機です。火力発電、原子力発電も出来る限り置き換え、車は ４h発電EVとなり走行時は航続距離を気にすることなく、走行時以外はV2H,V2B,V2Gへの使用を可能に。又、V2Vとして

EVや農業機械ヤバイク車・・等にも電力提供を可能にする。途上国の脱炭素化も経済発展との両立が可能となる。日本からモデルデルチエンジし、世界へGX産業革命を起すことができるのではないかと考える。

天候に左右される

現状の大きな課題 分散水力自家発電機の小型化・大型化による解決（案）

①：自動車はEVに、分散型水力自家発電機を小型化し極

力搭載し、２４h発電EVを実現。 ４時間発電が可能な

ので、航続距離や充電設備や大雪の心配、元電力１０％

増・・等の問題を解決。

◆車は単なる人や物の輸送や移動手段だけでなく、CO2

を排出するのではなく、クリーンエネルギーを発電し、

走行時以外は電力をV2Xとして提供する動く小型発電装

置となる。

参考HP 詳細：分散型水力自家発電機・pdfの⑭⑮⑯

大型冷蔵庫サイズ「分

散型水力自家発電機」

をバス・トラツク等へ

の搭載を研究。

「分散型水力自家発電

機」の小型化を研究。

〇価格が高い・・車両価格の３～５割

〇充電器不足、充電時間が長い・・インフラ設備が不十分

〇品質・・・・・火災が起きやすい

〇原材料が不足・（コバルト、ニツケル、リチウム）希少

金属

〇航続距離・・・バツテリー容量に比例

〇安全性に問題・・リチウムイオンバツテリーは人体に有

害物質を含む。火災や爆発、発火リスクあり。

〇環境汚染 ・・電池の破棄時に問題

〇充電する電力不足（再エネ電力１割増）

◆日本では、大雪があり完全ＥＶ導入は困難。

解

決

ガソリン車 走行時排出

ＢＥＶ バツテリ製造時に多く排出

Co 排出

BEV１０万キロ走って、ガソリン車と同じくらい、それ以上走ると

だんだんBEVが良くなるといわれている。

２４ｈ発電ＥＶ 走行時 CO2排出無し 走行時以外は,Ｖ２Ｘが

可能。自然エネルギー

を社会に供給可能。

自然エネルギーの創出

 ０  年１月、世界の各地で異常な積雪がありました。潤沢な電気を

車の内外の利用できなければ、完全なＥＶ化は無理と感じました。

マイナス要因

プラス要因

１㎡あたり

１１．脱炭素社会へ向けての課題 と 解決（案）
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